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第２８号

平成２９年４月２２日

編集発行

関 西 翠 会

米女・米子西高

第16
回 関西翠会同窓会・
総会のご案内

電車をご利用の場合
◆阪急「梅田駅」に隣接
◆ ＪＲ「大阪駅」御堂筋口から北側陸橋すぐ
◆地下鉄御堂筋線「梅田駅」１番出口に直結
◆「新大阪駅」ＪＲまたは地下鉄で約7分

平成29年6月17日（土）午前11時より午後2時まで
受付　午前10時半より
会費　同窓会懇親会費 8,000円・関西翠会年会費 2,000円
会場　新阪急ホテル　2階　花の間
日程　１部　総会議事など
　　　２部　記念講演会　

  講師　 青山典代先生（米子西高51期生）
元 米子西高校保健体育教諭 ※3面にプロフィール・紹介記事

演題「 生涯現役・生涯青春」いきいきマイライフの実践方法とは

　　　３部　懇親会

◉ ご出席の方は、同窓会懇親会費、年会費合計10,000円を同封の振込用紙にて5月20日までに、
もよりの郵便局よりお振込み願います。手数料はかかりません（ただし関西翠会の負担となり
ますので、できる方は窓口ではなく、郵便局ATMで振り込んでいただくと負担分が助かります）。

◉ ご欠席の方は、年会費2,000円のお振込みにて、関西翠会運営ご協力
よろしくお願いいたします。

◉当日のご参加も歓迎いたします。
◉ 同窓会についてのお問い合わせは、幹事長 植田武男（５３期）まで
　携帯　080－2132－0878　メール　pghxthu@ezweb.ne.jp
　電話　06－6609－2213　FAX 06－6609－2214
　Eメール　osaka-tntajima@leaf.ocn.ne.jp

関西翠会のホームページが出来ました！色々な情報が満載です。 「関西翠会」で検索できます。

大阪新阪急ホテル
HOTEL new HANKYU osaka

〒530-8310　大阪府大阪市北区芝田1-1-35
TEL 06-6372-5101　FAX 06-6374-6885

お
願
い

大阪新阪急ホテル

※会場は 円卓に椅子席です。ゆっくりとくつろいで食事・歓談していただけます。
※ ２次会は、３部の懇親会終了後に新阪急ホテル地下１階「リード」（貸切）に移動し行
います。同期であるいは出身中学同士でご自由にお楽しみください。費用は別途、会場
にて1,500円徴収します。

▲51期さんたちと

◀65期さんたちと

　osaka-tntajima@leaf.ocn.ne.jp　osaka-tntajima@leaf.ocn.ne.jp

▲51期さんたちと
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陽
春

の
折
か

ら
関
西

翠
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
お
元
気
で
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
い
つ
も
関
西
翠
会
の
活
動
に
は
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
の
活
動
状
況
を
振

り
か
え
り
ま
す
と
、
総
会
の
開
催
が

な
い
年
で
し
た
の
で
、
10
月
に
秋
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
京
都
南

部
や
宇
治
の
世
界
遺
産
を
訪
ね
て
秋

の
一
日
を
楽
し
む
バ
ス
ツ
ア
ー
で

す
。
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
20
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
大
い
に
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
に
は
近
畿
総
合
文
化
祭
が
兵
庫

県
で
開
催
さ
れ
、
母
校
よ
り
「
美
術
」

「
書
道
」「
写
真
」「
放
送
」
の
各
部

が
県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
特
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
た
「
放
送

部
」
の
競
技
会
で
特
筆
す
べ
き
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技
の
審
査
員

と
し
て
放
送
部
の
先
輩
で
あ
る
影
谷

か
お
り
さ
ん
（
91
期
）（
サ
ン
テ
レ

ビ
で
報
道
番
組
担
当
）
が
参
加
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
し
た
。
今
後
益
々
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
総
会
は
ご
案
内
の

通
り
、
第
16
回
の
大
会
を
６
月
17
日

（
土
）
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
２
階
花

の
間
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
内
容

は
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
の
３
部

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
２
部
の
講

演
会
で
は
講
師
に
青
山
典
代
先
生

（
51
期
）
を
迎
え
「
生
涯
現
役
・
生

涯
青
春
〜
い
き
い
き
マ
イ
ラ
イ
フ
の

実
践
方
法
と
は
」
の
演
題
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
先
生
は
鳥
取
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
「
健
康
づ
く
り
推
進
員
」
と
し
て

県
西
部
の
市
町
村
か
ら
の
「
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
事
業
」
の
指
導
依
頼

を
受
け
ら
れ
健
康
体
操
や
ダ
ン
ス
の

指
導
に
大
活
躍
で
す
。
当
日
も
き
っ

と
大
変
有
意
義
な
お
話
と
共
に
健
康

体
操
等
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

も
こ
の
機
会
に
知
人
、
友
人
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
き
同

　
同
窓
会
へ
の
お
誘
い

関
西
翠
会
会
長
　
田
　
村
　
允
　
一
（
４９
期
）

関
西
翠
会
会
務
報
告

平
成
28
年

▼ 

８
月
27
日
　
鳥
取
県
フ
ァ
ン
の
集

い 

in 

関
西
（
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
）　
７
名
出
席

▼ 

９
月
24
日
　
第
４
回
幹
事
会
（
14

名
出
席
）

▼ 

10
月
２
日
　
第
17
回
関
東
翠
会
総

会
（
２
名
参
加
）

▼ 

10
月
29
日
　
関
西
翠
会
秋
の
イ
ベ

ン
ト
（
京
都
世
界
遺
産
を
訪
ね
て

20
名
参
加
）

▼ 

11
月
12
日
　
平
成
28
年
度
米
子
西

高
翠
会
総
会
（
米
子
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
）
２
名
参
加

▼ 

11
月
11
〜
27
日
　
第
36
回
近
畿
高

文
祭
応
援
（
兵
庫
大
会
）
６
名
参

加
▼ 

11
月
22
日
　
第
32
回
伯
友
会
（
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
）
７
名

参
加

▼ 

11
月
26
日
　
第
５
回
幹
事
会
12
名

出
席

平
成
29
年

▼ 

１
月
16
日
　
関
西
翠
会
新
年
会
を

兼
ね
第
１
回
幹
事
会
　
於 

河
久

16
名
参
加

▼ 

３
月
11
日
　
関
西
翠
会
第
２
回
幹

事
会
　

17
名
出
席

▼ 

３
月
28
日
　
関
西
地
区
同
窓
会
情

報
交
換
会
　
会
長
出
席

▼ 

４
月
22
日
　
第
28
号
関
西
翠
会
会

報
発
送

今回はＪＲ京都駅前出発が９時40分と、関西各地からも集

合時間に余裕があり、個人の観光では行程的に難しく、な

かなか行けない、京都市内の南に位置する山科・醍醐と宇

治を巡りました。天皇ゆかりの門跡寺院「勧修寺」、また10

円玉でおなじみの「平等院鳳凰堂」は、修理を

終え朱漆塗りも鮮やかな平安の色に復元さ

れていました。宇治で昼食、自由時間も

たっぷりあり、広い境内、宇治川の周

りを散策できました。午後は豊臣秀吉

が花見をしたことで有名な「醍醐寺」、

少し早い紅葉でしたが花で有名な「三室

戸寺」、最後は中国の僧により建立された中

国様式の「萬福寺」をゆっくり散策。参加者全

員無事に満足した～～と笑顔で、京都駅前にて解散しまし

た。お世話役の幹事さんありがとう！！

窓
生
と
の
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と
共

に
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
体
操
を
マ

ス
タ
ー
し
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

平成28年10月29日
に行ってきました！

京都バスツアーレポート

宇治平等院にて

勧修寺前にて

三室戸寺にて
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西高だより西高だより

ご挨拶

米子西高等学校長　冨 田 運 一

　関西翠会会員の皆さまには、

日頃より本校の教育活動に対

し、格別のご理解と温かいご支

援を賜っておりますことに、衷

心より厚くお礼申し上げます。

　本年4月、依藤典篤校長の後を受け、着任いたしま

した。私は平成25年4月に友松文嗣校長のもと副校長

として本校に着任し、平成26～27年度は依藤校長と

ともに勤務いたしました。特に、平成27年10月17日

に田村会長をはじめとして、多くの会員の皆さまのご

支援のもと、創立110周年記念式典を開催できたこと

を懐かしく思い出します。長い歴史と伝統ある米子西

高に校長として再び勤務できますことは、この上ない

喜びであるとともに、その責任の重さを感じていると

ころであります。本校の教育の一層の発展のため、微

力ながら全力を尽くす所存でありますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。

　さて、本校では昨年より「みらいチャレンジ活動」

として、地域をテーマにした探究的活動や地域と連携

した教育活動の充実を図っております。主体的に学ぶ

姿勢や発信力・行動力を身につけ、自立して夢や希望

に向かって果敢に挑戦し、社会や人のために汗のかけ

る若者を育てたいと思っております。

　最後になりましたが、関西翠会のますますのご発展

を祈念するとともに、会員の皆さまには今後とも変わ

らぬご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ、ご挨拶とさせ

ていただきます。

青
山
典
代
先
生
の
横
顔
紹
介

近畿高文祭放送部門出場の後輩たちと一緒に

平成29年１月　新年会

訃
　
　
報

　
関
西
翠
会
会
員
一
同
、

永
年
の
ご
厚
誼
に
感
謝

し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

51
期
　
松
本 

瑞
枝 

様

年
）
後
は
、
３
人
の
子
供
さ

ん
、
お
孫
さ
ん
達
に
囲
ま

れ
穏
や
か
な
日
々
を
送
る
。

〔
現
在
〕

　 

鳥
取
県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

・
民
謡
指
導
者
連
盟
　
理

事
　 

鳥
取
県
体
操
協
会
（
一
般

体
操
）
理
事

　 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
健
康
づ

く
り
推
進
員

　
16
回
総
会
は
、
米
子
西
高

時
代
の
懐
か
し
の
恩
師
を
米

子
か
ら
お
招
き
し
、
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
60
期
〜
73
期
が
保
健
体
育

の
授
業
で
お
世
話
に
な
っ
た

青
山
先
生
と
い
え
ば
、
誰
も

が
「
綺
麗
な
先
生
だ
っ
た
ね

ぇ
。」
と
口
を
揃
え
る
米
子

西
高
伝
説
の
持
ち
主
。

　
錦
町
の
旧
校
舎
を
背
筋
を

伸
ば
し
歩
か
れ
る
姿
は
颯
爽

と
し
て
い
て
、
高
１
の
時
に

担
任
だ
っ
た
と
い
う
卒
業
生

は
、「
い
つ
も
笑
顔
で
明
る

く
、
話
は
面
白
い
し
楽
し
い

思
い
出
し
か
な
い
。
ひ
ま
わ

〔
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〕

・ 

１
９
３
９
年
（
昭
和
14
年
）

米
子
市
錦
町
生
ま
れ
の
生

粋
の
米
子
っ
子

・ 

米
子
西
高
か
ら
鳥
取
大
学

学
芸
学
部
卒
業
後
、
教
職

の
道
へ

・ 

保
健
体
育
教
員
と
し
て
〜

米
子
南
高
（
17
年
間
）、

米
子
西
高
（
13
年
間
）、

米
子
東
高
（
８
年
間
）
〜

38
年
間
勤
務
し
、
平
成
12

年
退
職

・ 

お
し
ど
り
夫
婦
と
し
て
有

名
だ
っ
た
同
じ
く
高
校
教

諭
の
夫
君
他
界
（
平
成
18

り
の
よ
う
な
先
生
だ
っ
た
。」

と
当
時
を
懐
か
し
み
ま
す
。

　
現
在
は
、
健
康
維
持
に
つ

な
が
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や

体
操
連
盟
等
の
理
事
を
務
め

な
が
ら
、
週
に
７
か
所
の
公

民
館
で
ボ
ケ
防
止
・
転
倒
防

止
の
ダ
ン
ス
を
指
導
す
る
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
歌
が
健
康

の
た
め
に
良
い
と
一
念
発

起
、「
青
空
す
ず
め
」
の
芸
名

で
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演

す
る
な
ど
、
パ
ワ
フ
ル
な
活

動
に
磨
き
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
講
演
は
、
そ
ん
な

先
生
の
現
役
時
代
の
㊙
の
思

い
出
話
を
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
出
席
者
全
員
で
の

レ
ッ
ツ
・
ダ
ン
ス
！！
な
ど
、

元
気
を
も
ら
え
る
素
敵
な
時

間
に
な
る
こ
と
、
請
け
合
い

で
す
。
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●
関
西
翠
会
会
報
　
第
二
十
八
号
　
二
〇
一
七
年
四
月
二
十
二
日
発
行
　
●
発
行
者
　
関
西
翠
会
会
長 

田
村
允
一（
49
期
）
●
題
字
揮
毫
　
杉
山
紀
佐
子
〔
玉
翠
〕（
39
期
）
●
編
集
・
制
作
　
岡
橋
時
子（
56
期
）
寺
川
千
春（
65
期
）
●
印
刷
　
㈱
耕
文
社

■関西翠会会計報告（平成28年１月１日～平成28年12月31日）
（単位：円）

収　　入 金　額 支　　出 金　額

前年度繰越金 387,328 印刷費 69,155

年会費 188,000 通信費 70,052

貯金利息 78 文具費 20,924

慶弔費 20,000

総文祭応援費 20,000

会合費 7,192

振込手数料 9,290

（経費合計） 216,613

次期繰越額 358,793

合　　計 575,406 合　　計 575,406

繰越金（358,793円）内訳
　郵便貯金 113,272円　郵便振替 170,618円　現金 74,903円
積立金内訳　関西翠会特別積立 400,000円（郵便貯金）

　平成29年３月11日、本多陽子氏（51期）、伊川志保氏（65期)、
両会計監査役による監査の結果、相違ないことを証明してい
ただきました。

会計幹事　森田征子（51期）　斉田千恵子（56期）

お願い この会報の発送につきまして、会報20号か
ら、70期以降は全員送付、それ以前の期は

過去10年に年会費をお支払いただいた会員の方に限定して
いましたが、今回は青山先生の西高着任期の60期から全員
に送付しました。例外で幹事さんから要望のあった期には
全員に発送しています。まだまだ経済状況の厳しい中です
が、関西翠会年会費として会員の皆さまから2,000円をお振
込みいただいております。
　皆さまからの会費は会計幹事、監査役の管理のもとに大
切に運用しています。今年度も、諸事情、趣旨をお汲み取
りのうえ、ご面倒ですが同封の振込用紙にてお振込くださ
いますよう、関西翠会運営にご協力どうかよろしくお願い
いたします。
　皆さまの同期や先輩、後輩の中でこの会報が届いていな
い方がおられましたら、ぜひ、一緒に同窓会に行ってみ
ん？って声をかけて6月17日に新阪急ホテルで会いませ
んか。

★関西翠会についてのお問い合わせは ──

　関西翠会・岡橋（５６期）まで
　携帯電話　080–5365–1433（留守電、Cメールいけます） 
　Ｅメール　tokiko1013@yahoo.co.jp

鳥取学 出前講座で講演します！！
大阪鳥取県人会、鳥取県関西本部主催の「鳥取学出前講座」で西高卒業生（65期）が講師を務めます。

内　容：鳥取県からカナダへ渡った人々の多くは、弓
ヶ浜半島の出身者でした。明治時代にカナダへ渡り、

鳥取県からの移住者のリーダーとなった足立儀代松の

半生と果たした役割を紹介します。次いで、県出身の

移住者の子としてバンクーバーに生れ、カナダで実業

家として成功したゴードン・門田氏の事績をたどりま

す。移民の定住問題はすぐれて現代的な課題ですが、

鳥取からもカナダへ移住者した人々があり、どのよう

な航海の果てにカナダで定着していったのか、ロッキ

ー山脈や赤毛のアンに代表されるカナダの自然を織り

込みながらの紹介です。

テーマ：カナダへ移住した鳥取の人々

講　師：末永 和子（旧 井上）　エッセイスト

カナダの文化や歴史を調査し、執筆・講演活動中。

現在も続く足かけ25年に及ぶ居住・滞在を通して見た、

カナダの自然の美しさ、移民の国だからこその面白い生

活などを、映像と共に紹介の予定。

主な著書： 『扉をあけると－カナダロングステイ850日』

（叢文社）、『カナダを耕した家族の物語』（叢

文社）日本図書館協会選定図書

日　時：８月17日（木）午後６時～８時
　　　　　　18日（金）午前10時半～12時半
　　　　　　　  （前日と同内容）　

会　場：鳥取県関西本部交流室
　　　　　（大阪市北区梅田1－1－3－2200
　　　　　　　　　　大阪駅前第３ビル22階）
 TEL 06 – 6341 – 1977　FAX 06 – 6341 – 3972
　　　　事前申込みは不要です。
　　　　当日直接会場にお越しください。

受講料：１,０００円

５月18日（木）19日（金）「鳥取県中部地震からの復興を目指して」
� 倉吉市長　石田耕太郎�氏

６月15日（木）16日（金）「悩める聖徳太子」
� 和宗総本山四天王寺管長　森田　俊朗�氏

７月20日（木）21日（金）�「3,000人の楽しい町～奥大山江府町
の活性化戦略～」

� 江府町長　白石　祐治�氏

９月21日（木）22日（金）「ものづくりへのこだわり」
� 株式会社ロブティックス代表取締役社長　地引　俊爲�氏

その他の講座のご案内

米子西高関西翠会事務局　〒530-0001 大阪市北区梅田1 – 1 – 3 – 2200 大阪駅前第３ビル22階 米子市大阪事務所 気付


